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号 の 主 な ニ ュ ー ス 〉
く 2面＞ 第1 回雪氷防災研究発表会開催一新庄 く 3面＞
く 3面＞ 国連総合水害防止 ・ 管理調査団に参加 く 3面＞
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境の急変に対する対処法など， きめの細かい情報 要である。
サー ビスを行う ことが，事故を未然 に防ぐ上で必
事故発生月日 ・時刻 発生場所
昭和6112.28 14時30分頃 福島県安達町（東北自動車道下り線）
昭和62. 2. 3 15時15分頃青森県八戸市（県道）
昭和62. 2 . 26 6 時50分頃 岩手県花巻市（東北自動車道下り線）
昭和62. 3. 8 6 時40分頃 埼玉県羽生市（東北自動車道下り線）
昭和62. 3.10 1 時30分頃 宮城県名取市（東北自動車道下り線）
「しんかい2000」による実験




わずか十年程前に， 深海底で発 見された シロウ
リガ イ は，体内にバクテ リアを共生 し，海底下か
ら湧出するメタン等を分解して生活 している二枚
貝であり，その分布は，海底下からの物質の侵 出
地域である プレ ー ト境界に集中 している。
このシロウリガ イの群生地が， 伊豆半島東方沖
群発地震の震源域近 く の海底で，19 85年に発見さ
れた。そこで， シロウリガ イの群生と地殻活動に
伴い，海底下から供給 され得ると思われる， ラ ド
ン濃度との関連を解明するため， 前年度に 引続き
11月 11日に，相模湾初島沖， 深度約1 ,090m の海
底で，潜水調査船 「しんかい2000」の船体に Nal
(T l ) シ ンチレー シ ョ ン検出器を取りつけ， 34 ° 
57 .4' N, 13 9°12 .5' E付近（図）のシロウリガ イの
死骸が散乱している地域 （写真1 ) と，その地点
から北東に 約300m離れた シロウ リガ イの群生地
（写真2 )でガンマ線スペクトル計測を実施 した。
予想 した通り， シロウリガ イ群生地にお けるラ
ドン量は， シロウリガ イの死骸が散乱している地
域に比べ約 1 .3倍高い値を示し，シロウ リガ イ の
群生は， 地殻活動により海底下から供給される物
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I I 
電波受信装置設置場所












将夫，東北地建の雪対策 ： 中島威夫 （建設省酒田
工事事務所長），釡淵の森林水文研究： 小野茂夫
（林業試験場東北支場山形試験地主任），雪とス
ポー ツ ： 鈴木 昭 （全日本スキー連盟競技部常任
委員）













ェ クト サイク ルに協力することが承認され，その
第一 歩として実施されたものである。
調査団は，11月15日から1 2月13日までの間，フ




大をめざしており，気象 ・ 水文 ・防災の各コンポ
ー ネ ントの推進と協力とが望まれている。これら













（旧）〶305 茨城県新治郡桜村天王台 3 丁目1 番地






な お，発表会の前日に開催された，北陸 ・ 信越
地域の雪関係者による研究連絡会 （参加機関29)
では，地域内の関係者の相互理解を深めるために，
そ れぞれが行っている担当課題の紹介を行う と と
も に，そ れをまと めた 「調査研究概要書集」を作
成 し た。この冊子は，今後同地域の雪関係者のデ
ー タベー ス として貴重な資料となるものであり，
今後，一層充実を図る必要がある。
| 1 1 月の地震活動 I
小田原市の沖合い数kmに11月24日18時台に 3個，
11月 25日00時台に 3個の微小地震活動があり，こ
の内最大のものは11月 25日00時00分のM 2. 6， 深さ
15kmであっ た。な お，11月 20日04時17分に埼玉県





1987. 11 . 17- 22 岸井徳雄 （第3研究部主任研究
官）フ ィリ ピン ：洪水危険地図作成に関するワ
ー ク シ ョッ プ（フィ リピン国立水理研究所主催，
ユネスコ後援）
1987. 1 1. 18- 29 木下武雄 （第1研究部長）大韓
民国，香港，中華人民共和国 ： 総合水害防止 ・
管理に関する調査団 （国連主催）








11. 10（火）朝日 ： 地滑り大規模実験
11. 17（火）読売 ：傾斜計が前兆キャ ッ チ






27日 ウ ッド・ ワー ス・ミ ラー米国ユタ大学
教授
イ ン ドネシア地質研究開発セン ター
区
1 2月 1 日付 害実験研究所第2研究室長 （北
海道大学助教授）中尾正義
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